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「「「「環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン問問問問題題題題はははは、、、、何何何何がががが問問問問題題題題かかかか」」」」（（（（そそそそのののの３３３３））））
（(社)日本芳香族工業会発行 「アロマティックス」第51巻1･2号(1999)に掲載）

西川洋三

１１１１．．．．ははははじじじじめめめめにににに

日本政府は平成１０年度に１２７億円の予算を計上して、環境ホルモン問題の
解明にあたることとなった。これからこの予算を使った研究や調査の結果が発表
されてくる。それを生かすことが大切だ。しかし、水環境中濃度の測定結果は、
その評価が十分になされないまま、公表されることになりがちである。そして
「環境ホルモンによる汚染が拡大している」と報道されることになる。ついては、
水環境中濃度に問題あるのか、ないのかわかるように、測定対象物質の生態毒性
データをまとめ、評価方法について検討したので説明する。また、これを使って、
建設省 及び環境庁 が測定した水環境中濃度を評価した。前報 で多摩川では１） ２） ３）

尿中の女性ホルモンの寄与率が圧倒的に大きいはずであると書いたが、建設省の
測定結果は私の推定が正しかったことを示している。

２２２２．．．．測測測測定定定定対対対対象象象象物物物物質質質質のののの生生生生態態態態毒毒毒毒性性性性

2222....1111 測測測測定定定定対対対対象象象象物物物物質質質質

建設省と環境庁が水環境調査の対象としているものから次の物質を取り上げた。
括弧内は本稿での略号である。17β-エストラジオール（Ｅ2）、ノニルフェノー
ル（NP）、4-t-オクチルフェノール（PTOP）、4-t-ブチルフェノール（PTBP）、
ビスフェノールＡ（BPA）、フタル酸ジエチルヘキシル（DEHP）、フタル酸ジ-n-
ブチル（DBP）、フタル酸ジエチル（DEP）、フタル酸ブチルベンジル（BBP）、ア
ジピン酸ジエチルヘキシル（DEHA）、スチレンモノマー（ST）、4-ニトロトルエ
ン（4-NT）、2,4-ジクロロフェノール（24DCP）、ベンゾフェノン（BZPH）の計１
４物質である。

次の物質は、水環境調査の対象になっているが、ほとんど使われていないし、
検出もされていないので取り上げなかった。4-n-オクチルフェノール、4-n-アル
キル(c=5,6,7)フェノール、フタル酸ジシクロヘキシル、フタル酸ジヘキシル、フ
タル酸ジペンチル、フタル酸ジプロピル、n-ブチルベンゼン、臭化ビフェニル、
スチレン2,3量体、オクタクロロスチレン、ベンゾ(a)ピレン。

2222....2222 測測測測定定定定対対対対象象象象物物物物質質質質のののの生生生生態態態態毒毒毒毒性性性性ままままととととめめめめ
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これら１４物質の生態毒性データを表１、表２にまとめた。また、女性ホルモ
ン様作用についての試験結果を表３にまとめた。
表１ 生態毒性データ（その１）
物質名 分子量 水溶解度 分配係数 生分解性 濃縮性

mg/L log Pow ％ 倍
E2 272 不溶
NP 220 6 4.48 0(93-99)* 300
PTOP 206 19 3.7 0(>90) 12-469
PTBP 150 610 3.29 0(98) 20-88
BPA 228 120-300 3.4 0(87-99) <20-68
DEHP 391 0.003 7.5 29 1-30
BBP 312 2.7 4.59 81
DBP 278 11.2 4.45
DEP 222 1,100 2.38
DEHA 370 0.78 70 27
ST 104 300 3.05 100 13.5
4-NT 137 442 2.4
24DCP 163 4,600
BZPH 182 <100 3.79 3 33-160
*生分解性の括弧内の数値は活性汚泥処理での分解率を示す。

表２ 生態毒性データ（その２） 単位：mg/L
物質名 急性毒性 慢性毒性

魚 ミジンコ 藻類 魚 ミジンコ 藻類
96h LC50 48h EC50 48h EC50 MATC 21d MATC 7d NOEL

E2
NP 0.20-0.40 0.069-0.19 0.41 0.010 0.134(7d)
PTOP 0.25 0.27(LC50) 1.9 0.008 >0.037
PTBP 5.1 6.7 22.7 1.3
BPA 3.0-15 3.9-20 2.7(96h) >3.146 1.17(4d)
DEHP >10 >10 >0.10 >0.55 >1.0
BBP 0.82-1.7 >0.96 0.21 >0.2 0.63 0.1
DBP 0.48-1.60 2.99 0.75-3.5 0.14 1.55 2.8
DEP 12-29 10.3-86 16 38.4
DEHA >0.78 0.66 >0.78 0.035
ST 2.5-75 23(LC50) 67
4-NT 69 15
24DCP 7.8(24h) 1.3 0.365 0.45 3.6
BZPH 8.48
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表３ 女性ホルモン様作用の試験結果
物質名 魚種 指標 NOEC LOEC MATC 出典

μg/L μg/L μg/L
E2 ニジマス Ｖg誘導 0.001 0.010 4
NP ニジマス Ｖg誘導 5 20 10 5
NP ニジマス 精巣成長阻害 20 54 33 5
NP メダカ 両性生殖器＊ 10 50 6
NP ニジマス Ｖg-mRNA誘導 10 7
PTOP ニジマス Ｖg誘導 1.6 4.8 5
PTOP ニジマス 精巣成長阻害 43.9 5
PTOP ニジマス Ｖg誘導 1 10 4
PTOP ローチ Ｖg誘導 10 100 4
＊：両性生殖器を持つ雄が増加

表２、表３から生態毒性に対する閾値を表４のとおり推定した。この閾値は、
魚、ミジンコ、藻類に対する慢性毒性の最大許容濃度（MATC:Maximum Allowable
Toxic Concentration）のうち一番厳しい値に相当するものとして決めた。個々
の物質についての閾値の根拠は５項に説明している。

表４ 生態毒性の閾値
閾値(μg/L) 該当物質
>1,000 DEP, 4-NT
1,000 BPA,PTBP,DEHP
500 ST, 24DCP
100 DBP,BBP,BZPH
50 DEHA
10 NP
5 PT0P
1
0.1
0.01 E2
0.001 TBT＊

＊TBTについては閾値でなく最小中毒濃度である
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３３３３．．．．水水水水環環環環境境境境調調調調査査査査結結結結果果果果のののの評評評評価価価価

1998年10月16日に建設省が「水環境における内分泌攪乱化学物質に関する実態
調査結果（前期調査）」を発表した 。基本調査対象物質については全国 256地１）

点での測定結果、追加調査対象物質については５地点での測定結果である。この
結果と私の推定した生態毒性に対する閾値を比較して表５に示す。環境庁も「水
環境中の内分泌攪乱化学物質実態概況調査（夏季）結果速報」を1998年12月7日に
発表した 。このうち河川での100地点と湖沼５地点の測定値について同様に表６２）

にまとめた。また、環境庁が長年行っているモニタリング結果 を使っての比較８）

を表７に示した。生態毒性の閾値を測定結果で割った値を余裕度とした。余裕度
が大きいほど安全であることになる。

表５ 水環境中濃度と余裕度 （建設省測定）
閾値(μg/L) 測定結果(μg/L) 余裕度（倍）

中央値 95％値 最大値 中央値 95％値
E2 0.01 0.0007 0.0093 0.0270 14 1.1
PTOP 5 <0.1 <0.1 <0.3 >50 >50
NP 10 <0.1 0.5 1.9 >100 20
DEHA 50 <0.01 0.10 0.16 >5,000 500
DBP 100 <0.2 0.5 1.3 >500 200
BBP 100 <0.2 <0.2 1.0 >500 >500
BZPH 100 <0.03＊
ST 500 <0.1 <0.1 <0.1 >5,000 >5,000
24DCP 500 <0.03＊
BPA 1,000 0.01 0.10 1.4 100,000 10,000
DEHP 1,000 0.2 2.7 9.4 5,000 370
PTBP 1,000 <0.01＊
4-NT >1,000 <0.01＊
DEP >1,000 <0.2 ＊
＊追加測定対象物質で５地点しか測定していない。
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表６ 水環境中濃度と余裕度 （環境庁測定）
閾値(μg/L) 測定結果(μg/L) 余裕度（倍）

中央値 95％値 最大値 中央値 95％値
E2 0.01 0.001 0.014 0.035 10 0.7
PTOP 5 0.01 0.32 1.4 500 16
NP 10 0.15 2.1 7.1 67 4.8
DEHA 50 <0.05 <0.05 0.05 >1,000 >1,000
DBP 100 <0.3 0.4 2.3 >330 250
BBP 100 <0.1 <0.1 <0.1 >1,000 >1,000
BZPH 100 <0.01 0.04 0.3 >10,000 2,500
ST 500 <0.01 0.02 0.09 >50,000 25,000
24DCP 500 <0.01 0.02 0.20 >50,000 25,000
BPA 1,000 0.02 0.32 0.94 >50,000 3,000
DEHP 1,000 0.3 2.5 9.9 3,300 400
PTBP 1,000 <0.01 0.07 0.72 >100,000 14,000
4-NT >1,000 <0.01 <0.01 0.09 >100,000 >100,000
DEP >1,000 <0.01 <0.01 1.1 >10,000 >10,000

表７ 水環境中濃度と余裕度 （環境庁測定）
閾値(μg/L) 測定結果(μg/L) 余裕度(倍) 測定年 検体数

中央値 95％値 最大値 中央値 95％値
DBP 100 <0.2 0.5 1.4 >500 200 96 30
ST 500 <0.03 0.03 0.5 16,700 86 121
24DCP 500 <0.07 >7,100 96 33
BPA 1,000 0.01 0.14 0.268 100,000 7,140 96 148
DEHP 1,000 <3.9 6.7 6.8 >256 150 96 33
PTBP 1,000 <0.7 >1,400 96 168
4-NT >1,000 <0.2 <0.2 0.21 >5,000 91 57
DEP >1,000 <0.2 >5,000 85 27

建設省の調査は１級河川が対象で、環境庁は２級河川が主たる対象になってい
るという差がある。環境庁調査の方がやや濃度が高い傾向があるようだ。中央値
ではほとんど両者の差はないが、環境庁測定には高濃度の地点が幾つかみられる。
濃度の高い地点は２級河川に多い。２級河川では水量が少ないので局地的にまた
は一時的に高濃度になりやすいのであろう。
個々の物質についての評価結果を以下に説明する。
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3333....1111 尿尿尿尿中中中中のののの女女女女性性性性ホホホホルルルルモモモモンンンン

建設省測定結果では、人畜の尿由来の女性ホルモンである17β-エストラジオー
ル（E2）は、生態毒性の閾値 0.01μg/Lを超えている地点が256ヶ所中１２ヶ所あ
る。この濃度では雄のニジマスに対してビテロゲニンを誘導する。日本の雄コイ
に対する試験結果はまだ報告されていない。17β-エストラジオール濃度が最も高
いのは多摩川である。表８のとおり３地点すべて 0.01μg/Lを超えている。次に
高いのは霞ヶ浦水系で８地点中６地点で 0.01μg/Lを超えている。多摩川での濃
度が高いのは水量の８０％が家庭下水の処理水であることによるのであろう。霞
ヶ浦は人よりも養豚業の寄与が大きいらしい 。９）

環境庁測定結果では、0.01μg/Lを超えている地点は105ヶ所中11ヶ所である。
多摩川や霞ヶ浦では測定していない。
いずれの測定結果にしろ、女性ホルモン様作用に関するかぎり尿中の女性ホル

モンの寄与率が圧倒的に大きいと考えられる。

表８ 多摩川における測定結果
調査地点名 17β-エストラジオール ノニルフェノール

濃度(μg/L) 余裕度 濃度（μg/L） 余裕度
拝島橋 0.0270 <1 <0.1 >100
多摩川原橋 0.0230 <1 0.2* 50
田園調布堰 0.0130 <1 0.2* 50
*tr(0.1～0.3)なので0.2とした。

3333....2222 ノノノノニニニニルルルルフフフフェェェェノノノノーーーールルルル、、、、オオオオククククチチチチルルルルフフフフェェェェノノノノーーーールルルル

合成化学物質で最も余裕度の少ないのはノニルフェノール(NP)である。測定結
果の（濃度の低い方からの）９５％値で余裕度は、建設省測定で２０、環境庁測
定で4.8である。引き続き調査していくことが望ましい。
オクチルフェノールの濃度はノニルフェノールの1/10程度である。界面活性剤

原料としての使用量が、オクチルフェノールはノニルフェノールの1/10程度とい
うことであろう。
なお、前報 で、多摩川ではノニルフェノールは尿中女性ホルモンの寄与率の３）

５０分の１にすぎないと書いたが、今回の建設省の測定結果は表８のとおりで私
の推定が正しかったことを示している。

3333....3333 他他他他のののの物物物物質質質質

検討対象とした合成化学物質のうち、ノニルフェノール、オクチルフェノール
以外の物質は、今回の建設省、環境庁の測定結果でみる限り余裕度は十分あると
判断される。９５％値の余裕度が100～1,000の物質はフタル酸ジエチルヘキシル、
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フタル酸ジ-n-ブチル、余裕度が1,000以上の物質はフタル酸ブチルベンジル、ベ
ンゾフェノン、スチレンモノマー、2,4-ジクロロフェノール、ビスフェノールＡ、
4-t-ブチルフェノール、4-ニトロトルエン、フタル酸ジエチルである。アジピン
酸ジエチルヘキシルは建設省調査では前者、環境庁調査では後者に分類される。

3333....4444 下下下下水水水水処処処処理理理理場場場場ででででのののの除除除除去去去去率率率率

下水処理場への流入水と流出水中の濃度を、多摩川４ヶ所、淀川６ヶ所の計１
０ヶ所の下水処理場で測定している 。流入水中の17β-エストラジオールの濃度１）

は0.026～0.056μg/Lでほぼ同じ濃度であるが、流出水中の濃度は0.0032～0.055
μg/Lと差が大きいことが注意を引く。下水処理場での除去率は、測定値のある５
物質のなかでは17β-エストラジオールが一番低い。一般には天然化学物質は分解
しやすいと思われているようであるが、事実は逆となっている。エストラジオー
ルはステロイド骨格を持っているので分解しにくいのであろう。分解されるより
も汚泥に吸着されて除去される割合が高いらしい 。下水処理場によって除去率９）

に大きな差があるので、工夫すれば除去率を高くできるのかもしれない。

４４４４．．．．生生生生態態態態毒毒毒毒性性性性デデデデーーーータタタタのののの見見見見方方方方

4444....1111 水水水水へへへへのののの溶溶溶溶解解解解度度度度

水への溶解度は環境への影響を考えるにあたってきわめて重要な物性である。
溶解度の小さいものほど、生分解性が悪く、濃縮性が高く、水生生物への毒性が
強い傾向にある。
高分子量のフタル酸エステルの水への溶解度は１mg/L以下となり、正確な測定

は難しいようで報告者によって大きな差がある。ここでは C.A.Staples のレビュ
ーの値を採用している 。１０）

4444....2222 分分分分配配配配係係係係数数数数

生体内での代謝、分解の受けやすさを別にすれば、この数値が大きいほど濃縮
性が高くなる。水に溶けにくいものほど分配係数は高くなる。

4444....3333 生生生生分分分分解解解解性性性性

表１では化審法条件での分解率を示した 。表１の括弧内は活性汚泥処理での１１）

分解率を示す。活性汚泥処理する場合は、その化学物質に馴化されているので分
解されやすくなる。
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4444....4444 濃濃濃濃縮縮縮縮性性性性

濃縮倍率（BCF）は（魚体中の化学物質濃度）/（水中の化学物質濃度）で定義
される。化審法では濃縮倍率が 1,000以下なら問題ないと判断されるようである。
フタル酸ジエチルヘキシル や アジピン酸ジエチルヘキシル の濃縮倍率は分配

係数からの推定値にくらべてずっと小さい。これは魚体中で速やかに代謝され水
溶性の高い化合物に変化するためである。甲殻類では代謝系が魚類ほど発達して
いないので濃縮倍率はやや高くなる 。１０，１２）

フィールド（河川）での濃縮倍率は、魚はプランクトンを食べるという食物連
鎖の影響もあるから、水槽の試験で求めた濃縮倍率より高くなるのではないか。
こういう疑問が浮かんだ。以下はそうはならないという私なりの回答である。
水生生物による化学物質の濃縮は（イ）水中に溶存する化学物質が鰓から取り

込まれる経路と（ロ）餌中の化学物質を消化管から摂取する経路に大きく区分さ
れる。魚類は酸素呼吸のため鰓の表面積が大きくて多量の水が通過するため、水
環境から化学物質が極めて効率よく取り込まれる。したがって、一般に水環境か
らの直接取り込みの方が食物連鎖によるものより重要である 。通常、食物連鎖１３）

が問題になるのは、オクタノール/水分配係数の対数値が 4.5 を超える場合のみ
であるとの報告もある 。１４）

4444....5555 急急急急性性性性毒毒毒毒性性性性１１１１５５５５，，，，１１１１６６６６））））

急性毒性も慢性毒性も淡水生物についてのデータを採用している。

１）魚類を用いた急性致死試験
96h ＬＣ50：９６時間の試験期間に魚の半数が死亡する濃度。

２）ミジンコを用いた急性遊泳阻害試験
48h ＥＣ50：４８時間の試験期間にミジンコの50％に遊泳阻害をおこさせる濃

度。

３）藻類生長阻害試験
48h ＥＣ50：４８時間の試験期間に試験に用いた藻類の生長率を50％阻害する

濃度。

4444....6666 慢慢慢慢性性性性毒毒毒毒性性性性１１１１５５５５，，，，１１１１６６６６））））

特に断らない限り次の試験結果を示している。

１）魚類の初期生活段階（Early Life Stage）毒性試験
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受精卵の時期から自由に餌を摂取できる稚魚になるまで試験する。試験期間は、
試験する魚によっても変わるが普通３０～４０日である。対照群と死亡率、形態
異常、行動異常などへの影響を比較する。

２）ミジンコを用いた２１日間繁殖試験
ミジンコは生後７日間程度で最初の仔を産む。その後２～３日毎に仔を産む。

２１日間で産まれた仔数を数え、繁殖への影響をみる。

３）藻類生長阻害試験
単細胞緑藻類の生長に対する物質の影響を測定する。生長とは試験期間中の細

胞濃度の増加をいう。単細胞緑藻類は、ライフサイクルが時間単位であるため、
比較的短い日数で数世代にわたる影響について評価することができるという特徴
をもつ。試験期間は通常は72時間であるが、今回は利用できるデータの多さを考
慮して48時間値を急性、７日間値を慢性として振り分けた。96時間値でもEC50を
急性、NOECを慢性値としたものもある。

性ホルモンの作用は胎児、新生児への影響が心配といわれている。それを調べ
るための最も適切な試験は生殖（繁殖）毒性試験である。ミジンコと藻類を用い
た慢性毒性試験は多世代への影響をみている。魚を用いた多世代生殖毒性試験は
１億円程度の費用がかかるようであるし、技術的にも魚を長期に飼育することは
難しいとの理由でほとんど行われていない。私はそれらの試験結果をみたことは
ない。本稿で採用した初期生活段階毒性試験は胎児、新生児への暴露を行ってい
るので、既にデータが存在する試験の中では性ホルモン様作用の影響をみるのに
最も適した方法であると考えた。

4444....7777 女女女女性性性性ホホホホルルルルモモモモンンンン様様様様作作作作用用用用

今回の対象物質のうち女性ホルモン様作用について多少とも魚を使った試験デ
ータがあるのは17β-エストラジオールとノニルフェノール、オクチルフェノール
だけである。私は17β-エストラジオールのように極端に女性ホルモン作用の強い
ものやトリブチルスズのように極端にホルモン攪乱作用の強いものを除けば、ノ
ニルフェノールやオクチルフェノールがそうであるように、女性ホルモン様作用
による影響がはっきりでる濃度では一般的な毒性もでると予想している。本稿で
は、他の物質については一般的な毒性の閾値を求めたにすぎないが、そのまま女
性ホルモン様作用についての閾値にもなると考えた。

なお、略号の意味は次のとおりである。NOEC：無作用濃度、LOEC：最小影響濃
度、MATC：最大許容濃度で NOECとLOECの幾何平均値を採用している。したがって、
数値としては LOEC > MATC > NOECとなる。
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５５５５．．．．生生生生態態態態毒毒毒毒性性性性デデデデーーーータタタタとととと閾閾閾閾値値値値

調査対象物質の生態毒性の特徴と閾値の決定根拠を説明する。
１）17β-エストラジオール
ニジマスに対してビテロゲニン（Ｖg）を誘導する試験で、NOEC：0.001μg/L、

LOEC：0.010μg/Lという報告がある。Ｖgを少し誘導するだけでは必ずしも毒性が
あるといえないと考えて、生態毒性の閾値として 0.010μg/Lを採用した。魚に対
する半数致死濃度などのデータは報告されていないようである。

２）アルキルフェノール１７，１８，１９，２０）

魚の初期生活段階毒性試験での MATCと Ｖgを誘導する LOEC が概ね同じ濃度で
あるので、この濃度を閾値とした。女性ホルモン様作用を魚を用いて試験したの
は、一般化学物質の中ではノニルフェノールとオクチルフェノールの２物質しか
見あたらない。この結果からは女性ホルモン様作用の影響が明らかに出る濃度で
は一般的な毒性もでると言える。4-t-ブチルフェノールの毒性は弱い。おそらく
水への溶解度が高いからであろう。

３）ビスフェノールＡ２１）

魚に対してはまだ慢性毒性試験は行われていない。しかし、ミジンコと藻類に
対しては慢性毒性試験が実施済みで、急性毒性値と慢性毒性値の差が少ないこと、
及び、ビスフェノールＡの魚への急性毒性がミジンコや藻類への急性毒性にくら
べて強いとはいえないので閾値は１mg/Lとした。

４）フタル酸エステル類１０，２２，２３，２４，２５，２６，２７，２８）

フタル酸ブチルベンジルまでの低分子量フタル酸エステルは、水溶解度が低下
するに従って、言い換えれば分子量の大きいエステルほど毒性は強くなる 。２２，２３）

フタル酸ジエチルヘキシルについては、文献によって大きな差がある。例えば
ＬＣ50＞ 3,000 mg/L という報告 もＬＣ50＞ 0.16 mg/Lという報告 もある。１１） ２２）

水への溶解度が小さく、溶解度以上の濃度で試験することになるので分散剤の使
い方によって差がでるのであろう。ミジンコに低濃度でも毒性が出たという報告
もあるが、ミジンコの体の表面にフタル酸エステルが付着したためであり、界面
活性剤を用いて十分分散しておくと１mg/L濃度でも影響はみられなかったと報告
されている 。これを重視して閾値を１mg/Lとした。余裕度を計算するために閾２４）

値を決めたが、実際には、水への溶解度が小さいので、毒性を示すほどの量を体
内へ取り込むことにならないという理解が正しそうである 。２３）

４）アジピン酸ジエチルヘキシル１２）

魚や藻類には水溶解度以下では急性毒性はみられない。濃縮倍率は２７である。
分配係数から推定する濃縮倍率は2,700である。この差は DEHAが魚体内で代謝さ
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れるためと考えられる。

５）その他の物質
それぞれ次の文献を参考にした。スチレン 、4-ニトロトルエン 、2,4-ジ２９） ３０）

クロロフェノール 、ベンゾフェノン 。３０） １１）

６６６６．．．．おおおおわわわわりりりりにににに

環境ホルモン問題に関連して、現在の法規制や化学物質の安全管理の考え方で
十分なのであろうか、それとも新しい規制や検査項目が必要なのかが問題となる。
今回の検討からいえることは、河川での女性ホルモン様作用に関して言えば、尿
中の女性ホルモンの影響が合成化学物質のそれに比べて圧倒的に大きそうだとい
うことである。それにもかかわらず、天然の女性ホルモンの生態毒性に関するデ
ータがまことに乏しい。水への溶解度すらデータがない。まずは天然化学物質に
ついてのデータを測定することから始めねばならないと思う。なお、女性ホルモ
ンが検出されたということは測定さえすれば男性ホルモンも検出されるというこ
とである。イスラエルでの測定結果では男性ホルモンの方が濃度は高い 。３１）

現在は適当な評価基準がないため、測定結果の評価としては検出率がよく使わ
れているようだ。しかし、検出率は当然のことながら検出限界によって変わる。
生態毒性の閾値がビスフェノールＡは1,000μg/L、トリブチルスズは0.001μg/L
以下で百万倍以上の差があるのに、環境庁の調査では両者とも検出限界は 0.01μ
g/Lで同じである。このような検出限界のもとでは検出率を比較しても意味はない。
大切なのは余裕度である。

私の見方のようにマスメディアの論調に合わないものは、マスメディアには取
り上げてはもらえない。しかし、最近はインターネットが普及してきた。なかに
は私の意見も紹介してくれるものもある。《さうすウエーブ》である。毎月個性
的な意見を紹介している。アドレスは http://www.atlas.co.jp/swave/ である。
これの「環境―environment」をクリックしてバックナンバーを探してもらうと私
のインタビュー記事も出てくる。「環境ホルモン問題は、何が問題か」（その
１）（その２）が１０枚のスケッチと共に掲載されている。是非おためしくださ
い。

なお、本稿は私の見解を述べたもので、特定の団体の意見を述べたものではな
いことをお断りしておく。
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